


429　　広橋家

桃
園
天
皇
の
手
習
御
用
も
勤
め
、
以
後
広
橋
家
は
書

の
家
と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
、
幕
末
の
胤
保
は
祐
宮

（
明
治
天
皇
）の
習
字
に
候
し
た
。
文
筆
の
家
と
し
て

代
々
の
日
記
を
遺
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
鎌
倉
時
代

の『
民
経
記
』（
経
光
）、『
勘
仲
記
』（
兼
仲
）、『
光
業

卿
記
』、南
北
朝
時
代
の『
兼
綱
公
記
』、『
仲
光
卿
記
』、

室
町
時
代
の『
宣
記
』（
兼
宣
）、『
兼
郷
卿
記
』、『
接

綱
御
記
』（
綱
光
）・『
兼
顕
卿
記
』・『
守
光
公
記
』、『
兼

秀
公
記
』、『
国
光
卿
記
』、江
戸
時
代
の『
兼
賢
公
記
』・

『
兼
茂
記
』・『
貞
光
卿
記
』・『
兼
廉
卿
記
』、『
八
槐
御

記
』（
兼
胤
）、『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』、『
勁
槐

御
記
』・『
千
羊
御
記
』（
伊
光
）、『
日
申
御
記
』・『
公
武

御
用
日
記
』（
胤
定
）、『
後
勁
槐
御
記
』・『
議
奏
御
用

留
』（
光
成
）、『
胤
保
卿
記
』な
ど
は
、
各
時
代
の
枢

要
な
日
記
で
あ
る
。
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）賢
光

の
と
き
、
叙
爵
内
規
に
よ
り
伯
爵
を
授
け
ら
れ
た
。

菩
提
所
は
黒
谷 

龍
光
寺
。『
広
橋
家
譜
』（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
架
蔵
、
四
一
七
五
―
五
〇
九
）。

頼
資

　よ
り
す
け

　一
一
八
二
─
一
二
三
六

建
仁
1（
一
二
〇
一
）・9・29
登
省
、
建
仁
2・12・-

方
略
、

12・17
策
、
10・24
縫
殿
助
、
12・28
五
位
、
元
久
1（
一
二

〇
四
）・4・12
皇
后
宮
権
大
進
、
建
永
1（
一
二
〇
六
）・10・20

少
納
言
、
承
元
1（
一
二
〇
七
）・1・13
兼
紀
伊
権
守
、
9・

-

院
昇
殿
、
承
元
2・1・5
従
五
位
上（
少
納
言
労
）、

-

・-

昇
殿（
宇
佐
使
勤
仕
）、
承
元
4・12・7
木
工
頭
、

承
元
5・1・18
兼
但
馬
守（
陽
明
門
院〔「
院
」や
無
〕御

分
）、建
暦
1（
一
二
一
一
）・9・8
正
五
位
下（
止
頭
叙
之
）、

建
保
2（
一
二
一
四
）・1・13
止
守
、
建
保
3・7・12
右
衛
門

権
佐（
即
使
）、
建
保
5・12・27
蔵
人
、
建
保
7・1・22

右
少
弁（
止
佐
）、
2・25
止
蔵
人
、
承
久
1（
一
二
一
九
）・

11・13
左
少
弁
、承
久
2・1・23
右
中
弁
、四
位
、還
昇
、

承
久
3・11・19
従
四
位
上
、
承
久
4・4・13
左
中
弁
、

貞
応
1（
一
二
二
二
）・
11・
3
蔵
人
頭
、
11・
22
正
四
位
下
、

12・21
右
大
弁
、
貞
応
3・10・17
左
大
弁
、
10・29
造
東

大
寺
長
官
、
元
仁
1（
一
二
二
四

）・
12・
17
参
議（
元
蔵
人

頭
）、
造
東
大
寺
長
官
左
大
弁
如
元
、
元
仁
2・1・23

遠
江
権
守
、
嘉
禄
1（
一
二
二
五
）・7・6
従
三
位
、
12・22

権
中
納
言
、
安
貞
2（
一
二
二
八
）・3・20
正
三
位
、
貞
永

1（
一
二
三
二
）・12・15
従
二
位
、
貞
永
2・1・28
辞
権
中
納

言
、
4・1
本
座
、
嘉
禎
1（
一
二
三
五
）・11・7
出
家
、
嘉

禎
2・2・30
薨
去

［
死
没
］嘉
禎
2（
一
二
三
六

）・
2・
30

　［年
齢
］55

　［父
］姉
小

路
兼
光
、
四
男

　［養
父
］藤
原
光
範

　［母
］法
印
院
尚

女

　［号
］勘
解
由
小
路・
四
辻

　［法
名
］信
寂

　［日
記
］

頼
資
卿
記（
一
二
一
八‒

三
五
）

　［公
卿
補
任
］2
─
50
下

　［大
日

本
史
料
］5
─
10
─
611

経
光

　つ
ね
み
つ

　一
二
一
三
─
七
四

建
保
6（
一
二
一
八

）・
11・
16
東
宮
蔵
人（
今
日
懐
成
親
王

立
坊
）、
承
久
3（
一
二
二
一
）・1・9
穀
倉
院
学
問
料
、
4・

20
蔵
人（
今
日
太
子
受
禅
）、
7・9
止
蔵
人（
依
廃
帝

也
）、
承
久
4・1・6
文
章
得
業
生（
超
上
﨟
給
料
二

人
範
氏
俊
資
）、
貞
応
2（
一
二
二
三
）・1・27
因
幡
少
掾
、

2・7
献
策（
次
序
墻
壁
、
弁
論
多
少
）、
式
部
大
輔
忠

倫
問
、
2・9
判
、
3・1
叙
爵
、
4・7
治
部
権
少
輔
、

嘉
禄
2（
一
二
二
六
）・7・7
昇
殿
、
安
貞
2（
一
二
二
八
）・4・20

従
五
位
上
、
9・16
補
蔵
人
、
寛
喜
1（
一
二
二
九
）・10・5

正
五
位
下（
北
白
川
院
御
給
）、
寛
喜
3・10・28
兼
東

宮
権
大
進
、貞
永
1（
一
二
三
二
）・10・4
蔵
人（
先
帝
蔵
人
、
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定

　
　
光
栄

　
　
光
胤

　
　
光
祖

　
　
資
董

　
　
光
政

　
　
光
徳

　
　
光
亨

　

後
円
融
天
皇
生
母

崇
賢
門
院

（
竹
屋
）

（
竹
屋
）

（
日
野
西
）

（
伯
爵
）

後
小
松
天
皇
後
宮

称
光
天
皇
生
母

光
範
門
院

（
勘
解
由
小
路
）

（
裏
松
）

日野流　　428

長
門
守
如
元〈
や
し
〉、
12・6
左
大
弁
、
応
永
29・1・

5
従
三
位
、
応
永
30・8・27
権
中
納
言
、
応
永
32・1・

5
正
三
位
、
正
長
1（
一
四
二
八
）・12・21
院
執
権
、
永
享

2（
一
四
三
〇
）・
4・-

辞
之（
院
執
権
）、
永
享
3・-

・-

改
国
盛
、
永
享
10・-

・-

辞
権
中
納
言
、
永
享
13・1・

-

賜
去
五
日
従
二
位
々
記
、
文
安
3（
一
四
四
六
）・-

・29

正
二
位
、
文
安
6・
2・
15
権
大
納
言
、
2・
25
出
家
、

宝
徳
1（
一
四
四
九
）・-

・-

薨
去

［
死
没
］宝
徳
1（
一
四
四
九
）

　［父
］日
野
西
資
国

　［前
名
］盛

光
　［公
卿
補
任
］3
─
98
下

資
宗

　す
け
む
ね

　？
─
一
四
六
六

文
安
6（
一
四
四
九
）・3・15
参
議
、
宝
徳
2（
一
四
五
〇
）・3・21

従
三
位
、
3・
29
兼
出
雲
権
守
、
辞
参
議
、
宝
徳
4・

4・16
権
中
納
言
、
4・-

辞
権
中
納
言
、
康
正
1（
一
四

五
五
）・8・1
従
二
位
、
寛
正
6（
一
四
六
五
）・1・5
正
二
位
、

11・28
権
大
納
言
、-

・-

辞
権
大
納
言
、
文
正
1（
一
四

六
六
）・7・11
薨
去

［
死
没
］文
正
1（
一
四
六
六

）・
7・
11

　［父
］日
野
西
国
盛

　

［
公
卿
補
任
］3
─
160
上

広
橋
家
　ひ
ろ
は
し
け

藤
原
氏
北
家
日
野
流
。
日
野
家
の
支
流
。
姉
小
路
権

中
納
言
兼
光
の
五
男
権
中
納
言
頼
資
を
家
祖
と
す

る
。
頼
資
は
四
辻
、あ
る
い
は
勘
解
由
小
路
と
号
し
、

そ
の
子
経
光
、
孫
兼
仲
、
曾
孫
光
業
も
勘
解
由
小
路

の
称
を
踏
襲
し
た
。
室
町
時
代
初
期
、
兼
宣
の
こ
ろ

か
ら
広
橋
の
称
号
が
定
着
す
る
。『
建
内
記
』嘉
吉
元

年（
一
四
四
一
）十
月
九
日
条
に
、
広
橋
中
納
言
兼
郷

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
公
家
の
称
号
一
般
に

つ
い
て
も
示
唆
に
富
む
。「
此
人
事
、
本
来
勘
解
由

小
路
、
又
異
名
広
橋
也
、
近
代
一
向
号
広
橋
也
、（
中

略
）広
橋
之
流
、
初
者
号
日
野（
誰
人
哉
、
不
審
）、
其

後
姉
小
路・勘
解
由
小
路
等
称
之
、
所
詮
公
家
称
号
、

只
依
時
多
号
在
所
歟
」。
家
格
は
名
家
。
内
々
の
家
。

儒
学・有
職
故
実
を
家
職
と
し
た
。
近
衛
家
の
家
礼
。

江
戸
時
代
に
は
家
領
八
百
五
十
石
。
鎌
倉
時
代
初
期

の
創
立
よ
り
江
戸
時
代
末
期
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど

父
子
相
承
を
以
て
家
督
が
継
承
さ
れ
、
同
族
か
ら
の

養
子
相
続
が
あ
っ
た
の
は
守
光
の
み
で
あ
る
。
文
明

十
一
年（
一
四
七
九
）五
月
に
権
中
納
言
兼
顕
が
三
十

歳
で
没
し
相
続
人
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
遺
跡
は

当
初
は
同
族
柳
原
家
庶
流
の
日
野
町
権
中
納
言
広
光

の
息
六
歳
小
童（
兼
継
）が
相
続
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
た
が
、
幼
少
如
何
と
い
う
こ
と
で
同
息
九
歳
小
童

（
守
光
）が
相
続
す
る
こ
と
に
治
定
し
た
。
こ
れ
に
対

し
故
兼
顕
の
舎
弟
で
興
福
寺
修
南
院
に
入
っ
て
い
た

光
慶
二
十
六
歳
が
還
俗
し
て
家
督
と
な
る
こ
と
を
競

望
し
、
一
条
禅
閤
兼
良
の
還
俗
如
何
と
の
意
見
も
あ

り
、
足
利
将
軍
義
尚
の
命
に
よ
り
、
守
光
が
広
橋
家

の
家
督
を
相
続
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
光
は
一

旦
分
流
の
日
野
西
家
を
相
続
し
た
が
、
兄
兼
茂
の
病

気
蟄
居
に
よ
り
、
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）帰
家
し
て

家
督
を
相
続
し
た
。
広
橋
家
は
始
祖
以
来
四
代
は
権

中
納
言
を
先
途
と
し
た
が
、
次
の
兼
綱
は
女
仲
子
が

後
光
厳
天
皇
後
宮
に
入
り
後
円
融
天
皇
生
母（
崇
賢

門
院
）と
な
り
、准
大
臣
従
一
位
に
昇
進（
贈
左
大
臣
）

し
た
。
兼
宣・綱
光・守
光
の
女
も
後
花
園
天
皇
以
下

三
代
の
乳
母
と
な
り
、
い
ず
れ
も
准
大
臣
に
昇
進
し

（
贈
内
大
臣
）、
兼
秀
は
内
大
臣
に
昇
っ
た
。
さ
ら
に

江
戸
時
代
の
兼
勝
は
内
大
臣
に
、
兼
賢・
兼
胤（
勝

胤
）・
伊
光・
光
成
は
准
大
臣
と
な
っ
た
。
ま
た
光
業

の
子
兼
綱
ま
で
の
代
々
は
、
頼
資
の
兄
資
実
の
流
れ

で
あ
る
日
野
家
の
家
督
と
ほ
ぼ
交
互
に
日
野
長
者
と

な
る
な
ど
、
両
家
の
嫡
庶
の
差
は
大
き
く
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
初
期
、
総
光
の
二
男

光
長
が
竹
屋
家
、
同
四
男
総
盛
が
日
野
西
家
を
再
興

し
、
庶
流
家
と
な
っ
た
。
兼
綱
か
ら
国
光
ま
で
は
天

子
に
事
を
奏
上
す
る
敷
奏（
ふ
そ
う
）に
補
さ
れ
た
の

み
な
ら
ず
、
兼
顕・守
光・兼
秀
の
三
代
は
武
家
伝
奏

に
補
さ
れ
た
。
兼
勝
は
江
戸
時
代
の
最
初
の
武
家
伝

奏
で
、
そ
の
後
も
兼
胤・
伊
光・
胤
定・
光
成
が
こ
れ

を
勤
め
朝
政
に
重
き
を
な
し
た
。
ま
た
、
兼
胤
は
有

栖
川
宮
職
仁
親
王
よ
り
入
木
道
等
の
伝
授
を
受
け
、
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